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　Fig. １は，琉球列島の歴史的被害地震の分布であるが，被害の最大なものは 1771 年 4 月 24

日（ 明和 8 年 3 月 10 日 ）に石垣島付近に発生したＭ 7.4 の地震である。この地震は大津波を伴

ない，波高 90 ｍの津波が石垣島の山岳地帯を残して島全体を洗い流す程のものであったといわ

れている。このため石垣島と宮古島で 11,941 人が溺死した。

　全体的な被害地震分布の特徴としては，沖縄周辺には大規模な地震の記録がなく琉球諸島の

南部と北部にわかれている。

　Fig. ２は，1961 年から 1975 年に至る同地域の最近の地震活動を示したものであるが，沖

縄周辺は現在も Seismicity の低い地域である。なお，1771 年に大津波を発生させた地震の

震央周辺は現在 Seiamicity　gap となっている。

第 1 図　琉球諸島付近の被害地震の分布（ 山本雅博原図 ）
Fig. 1 Epicentral distribution of disastrous earthquakes near Ryukyu Shoto.
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第 2 図　琉球諸島付近の最近の地震活動（ 山本雅博原図 ）（ 1961 － 1975 ）
Fig. 2　Seismic activity near Ryukyu Shoto from 1961 to 1975.
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